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友愛医療センター
心臓血管外科だより

“Yuuai Medical Center”

2024年の歩む道

現時点までの診療内容

１）TAVIをあわせますと心臓胸部大血管に対する外科治療は200例を超えるようになりました。
当科医師もTAVIの執刀医として参加しておりますので今年よりTAVIを含めたデータ掲載とさせて
いただきました。

心臓血管外科治療は、1) 適正な治療適応と実施時期の見極め、2) 患者さんに満足いただける
結果、の両立が必須となります。4月からの働き方改革によってこれが歪められないよう、常に
この2つを自分達に課しながら今年も臨みたいと思います。

現時点までの当科の診療内容、および今年の方向性（歩む道）について、資料をあわせ挙げ
させていただきます。
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２）低侵襲心臓外科手術治療はこの3年、ほぼ一定数を保っております。全国でも3割の手術をMICSで行う
施設は少ないなか、ロボット支援下手術も導入しながらこの手術をすすめております。
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３）今回のデータには記載ありませんが、重症下肢虚血に対するバイパス術も過去最高数となり県内
でもトップクラスの実績となりました。

４）昨年5月よりロボット支援下僧帽弁形成術を開始しております。
形成の精度が向上し、術後在院が6日前後となっております。
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ロボット支援下僧帽弁閉形成術実績（2023年5月から2024年1月まで）

P4



Vol.31

2024年
2月

P5



Vol.31

2024年
2月

P6



Vol.31

2024年
2月

友愛医療センター
心臓血管外科だより

“Yuuai Medical Center”

心臓血管外科の
Facebookが

新しくなりました！

5）僧帽弁形成術、冠動脈バイパス術が当科の強みです。両者をMICSにて実現しておりますので、社会的
および家庭的に時間的余裕のない患者さまにも満足いただける治療を提供できるものと考えております。

今後の歩む道

１）ロボット支援下心臓手術の対象疾患拡大
現在は1弁形成のみに限定しておりますが、4月より保険改定により弁置換術もロボット支援下手術

の適応にはいるものと考えられております。手術時間の短縮を実現しながら適応を検討していきます。

２）胸腔鏡下不整脈手術（ウルフオオツカ法）の再始動
2年前に開始した同術式でありますが人員の関係からこの1年間は休止しておりました。1月より大

塚先生を招聘させていただきプロクター指導のもと、再始動します。

３）複数執刀医の育成
安定した手術治療成績を生み出すためには若手医師を一人前にすることが当たり前ではありますが
重要です。沖縄県内の心臓血管外科医の年齢は年々あがる一方です。若手を育て上げます。

今年も当科をどうぞよろしく御願いいたします。

友愛医療センター 心臓血管外科
古賀雅貴、折居衛、楢山耕平、島袋伸洋、山内昭彦

NP（診療看護師） 國吉裕太郎、田草川明子
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